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南
東
大
西
洋
に
お
け
る
漁
業
資
源
の
長
期
的
な
保
存
及
び
持
続
可
能
な
利
用
の
た
め
の
機
関
を
設
立
す
る
こ
と
が
こ

れ
ら
の
目
的
に
最
も
寄
与
す
る
こ
と
を
確
信
し
、

前
記
の
事
項
を
達
成
す
る
こ
と
が
、
全
人
類
の
利
益
、
特
に
開
発
途
上
国
の
特
別
な
利
益
及
び
必
要
性
の
た
め
、
公

正
か
つ
衡
平
な
経
済
秩
序
の
実
現
に
貢
献
す
る
こ
と
に
留
意
し
て
、

次
の
と
お
り
協
定
し
た
。

第
一
条

用
語

こ
の
条
約
の
適
用
上
、

æ

「
千
九
百
八
十
二
年
の
条
約
」
と
は
、
千
九
百
八
十
二
年
十
二
月
十
日
の
海
洋
法
に
関
す
る
国
際
連
合
条
約
を

い
う
。

ç

「
千
九
百
九
十
五
年
の
協
定
」
と
は
、
千
九
百
九
十
五
年
の
分
布
範
囲
が
排
他
的
経
済
水
域
の
内
外
に
存
在
す

る
魚
類
資
源
（
ス
ト
ラ
ド
リ
ン
グ
魚
類
資
源
）
及
び
高
度
回
遊
性
魚
類
資
源
の
保
存
及
び
管
理
に
関
す
る
千
九
百

八
十
二
年
十
二
月
十
日
の
海
洋
法
に
関
す
る
国
際
連
合
条
約
の
規
定
の
実
施
の
た
め
の
協
定
を
い
う
。

è

「
沿
岸
国
」
と
は
、
自
国
の
管
轄
の
下
に
あ
る
水
域
が
条
約
水
域
に
接
続
す
る
締
約
国
を
い
う
。

é

「
委
員
会
」
と
は
、
第
五
条
の
規
定
に
従
っ
て
設
置
す
る
南
東
大
西
洋
漁
業
委
員
会
を
い
う
。

ê

「
締
約
国
」
と
は
、
こ
の
条
約
に
拘
束
さ
れ
る
こ
と
に
同
意
し
、
か
つ
、
自
己
に
つ
い
て
こ
の
条
約
の
効
力
が

生
じ
て
い
る
国
又
は
地
域
的
な
経
済
統
合
の
た
め
の
機
関
を
い
う
。

ë

「
監
督
措
置
」
と
は
、
委
員
会
が
第
十
六
条
の
規
定
に
基
づ
い
て
採
択
す
る
監
視
、
検
査
、
遵
守
及
び
取
締
り

に
関
す
る
決
定
又
は
行
動
を
い
う
。

ì

「
漁
業
管
理
機
関
」
と
は
、海
洋
生
物
資
源
に
関
す
る
規
制
措
置
を
と
る
権
限
を
有
す
る
政
府
間
機
関
を
い
う
。

í

「
漁
獲
」
と
は
、
次
の
こ
と
を
い
う
。

ü

漁
業
資
源
を
実
際
に
探
索
し
、
若
し
く
は
採
捕
す
る
こ
と
又
は
探
索
し
よ
う
と
し
、
若
し
く
は
採
捕
し
よ
う

と
す
る
こ
と
。

@

科
学
的
調
査
を
含
む
あ
ら
ゆ
る
目
的
で
、
漁
業
資
源
を
探
知
し
、
又
は
採
捕
す
る
結
果
に
な
る
と
合
理
的
に

予
想
し
得
る
活
動
に
従
事
す
る
こ
と
。

A

漁
業
資
源
の
集
魚
装
置
又
は
関
連
設
備
（
無
線
標
識
を
含
む
。）
を
設
置
し
、
探
索
し
、
又
は
回
収
す
る
こ

と
。

B

こ
の
í
に
規
定
す
る
活
動
を
支
援
し
、
又
は
準
備
す
る
た
め
に
海
上
に
お
い
て
作
業
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、

乗
組
員
の
健
康
及
び
安
全
又
は
船
舶
の
安
全
に
関
す
る
緊
急
事
態
に
お
け
る
作
業
を
除
く
。

C

こ
の
í
に
規
定
す
る
活
動
に
関
連
し
、
航
空
機
を
使
用
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
乗
組
員
の
健
康
及
び
安
全
又

は
船
舶
の
安
全
に
関
す
る
緊
急
事
態
に
お
け
る
飛
行
を
除
く
。

î

「
漁
業
主
体
」
と
は
、
千
九
百
九
十
五
年
の
協
定
第
一
条
３
に
規
定
す
る
漁
業
主
体
を
い
う
。

ï

「
漁
船
」
と
は
、
漁
業
資
源
の
商
業
上
の
採
捕
の
た
め
に
使
用
さ
れ
、
又
は
使
用
さ
れ
る
こ
と
を
目
的
と
す
る

船
舶
（
母
船
そ
の
他
そ
の
よ
う
な
漁
獲
操
業
に
直
接
従
事
す
る
船
舶
及
び
転
載
に
従
事
す
る
船
舶
を
含
む
。）を
い

う
。

ð

「
漁
業
調
査
船
」
と
は
、
í
に
定
義
す
る
漁
獲
で
あ
っ
て
科
学
的
調
査
を
目
的
と
す
る
も
の
に
従
事
す
る
船
舶

（
常
時
調
査
に
従
事
す
る
船
舶
及
び
通
常
は
商
業
的
な
漁
獲
操
業
又
は
漁
獲
の
補
助
活
動
に
従
事
す
る
船
舶
を
含

む
。）を
い
う
。

ñ

「
漁
業
資
源
」
と
は
、
条
約
水
域
内
の
魚
類
、
軟
体
動
物
、
甲
殻
類
そ
の
他
定
着
性
の
種
族
を
い
い
、
次
の
も

の
を
除
く
。

ü

千
九
百
八
十
二
年
の
条
約
第
七
十
七
条
４
に
規
定
す
る
沿
岸
国
の
漁
業
管
轄
権
の
対
象
と
な
る
定
着
性
の
種

族
@

千
九
百
八
十
二
年
の
条
約
附
属
書
Ò
に
掲
げ
る
高
度
回
遊
性
の
種

ò

「
旗
国
」
と
は
、
別
段
の
定
め
が
あ
る
場
合
を
除
く
ほ
か
、
次
の
い
ず
れ
か
の
も
の
を
い
う
。

ü

船
舶
に
対
し
て
自
国
の
旗
を
掲
げ
る
権
利
を
与
え
る
国

@

地
域
的
な
経
済
統
合
の
た
め
の
機
関
で
あ
っ
て
、
船
舶
に
対
し
て
自
国
の
旗
を
掲
げ
る
権
利
を
与
え
る
国
が

構
成
す
る
も
の

ó

「
海
洋
生
物
資
源
」
と
は
、
海
洋
生
態
系
の
す
べ
て
の
生
物
的
な
構
成
要
素
（
海
鳥
を
含
む
。）を
い
う
。

ô

「
地
域
的
な
経
済
統
合
の
た
め
の
機
関
」
と
は
、
別
段
の
定
め
が
あ
る
場
合
を
除
く
ほ
か
、
当
該
機
関
の
す
べ

て
の
構
成
国
か
ら
こ
の
条
約
の
対
象
と
な
る
事
項
に
関
す
る
権
限
（
当
該
事
項
に
関
し
そ
の
構
成
国
を
拘
束
す
る

決
定
を
行
う
権
限
を
含
む
。）の
委
譲
を
受
け
た
地
域
的
な
経
済
統
合
の
た
め
の
機
関
を
い
う
。

õ

「
転
載
」
と
は
、
寄
港
国
に
よ
り
陸
揚
げ
を
記
録
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
海
上
又
は
港
に
お
い
て
漁
船
内
の
全
部

又
は
一
部
の
漁
業
資
源
を
他
の
漁
船
に
積
み
卸
す
こ
と
を
い
う
。

第
二
条

目
的

こ
の
条
約
は
、
こ
の
条
約
の
効
果
的
な
実
施
を
通
じ
て
、
条
約
水
域
に
お
け
る
漁
業
資
源
の
長
期
的
な
保
存
及
び
持

続
可
能
な
利
用
を
確
保
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

第
三
条

一
般
原
則

締
約
国
は
、
こ
の
条
約
の
目
的
を
実
現
す
る
に
当
た
り
、
適
当
な
場
合
に
は
南
東
大
西
洋
漁
業
機
関
を
通
じ
て
、
特

に
、
次
の
こ
と
を
行
う
。

æ

入
手
す
る
こ
と
の
で
き
る
最
良
の
科
学
的
証
拠
に
基
づ
き
、
こ
の
条
約
が
適
用
さ
れ
る
漁
業
資
源
の
長
期
的
な

保
存
及
び
持
続
可
能
な
利
用
を
確
保
す
る
た
め
の
措
置
を
採
択
す
る
こ
と
。

ç

第
七
条
の
規
定
に
従
い
、
予
防
的
な
取
組
方
法
を
適
用
す
る
こ
と
。

è

漁
獲
操
業
が
海
鳥
、
鯨
類
、
あ
ざ
ら
し
類
、
う
み
が
め
類
等
生
態
学
上
関
連
す
る
種
に
及
ぼ
す
影
響
を
十
分
に

考
慮
し
つ
つ
、
漁
業
資
源
に
関
す
る
こ
の
条
約
の
規
定
を
適
用
す
る
こ
と
。

é

必
要
な
場
合
に
は
、
採
捕
の
対
象
と
な
る
漁
業
資
源
と
同
一
の
生
態
系
に
属
す
る
種
又
は
当
該
漁
業
資
源
に
関

連
し
、
若
し
く
は
依
存
す
る
種
の
保
存
管
理
措
置
を
採
択
す
る
こ
と
。

ê

漁
業
の
慣
行
及
び
管
理
措
置
に
お
い
て
は
、
海
洋
生
物
資
源
全
体
へ
の
有
害
な
影
響
を
最
小
に
す
る
必
要
性
に

十
分
な
考
慮
を
払
う
こ
と
を
確
保
す
る
こ
と
。

ë

海
洋
環
境
に
お
け
る
生
物
の
多
様
性
を
保
全
す
る
こ
と
。

第
四
条

地
理
的
適
用

こ
の
条
約
は
、
別
段
の
定
め
が
あ
る
場
合
を
除
く
ほ
か
、
条
約
水
域
（
緯
度
線
及
び
子
午
線
に
沿
っ
て
次
の
点
を
結

ぶ
線
に
よ
り
囲
ま
れ
る
水
域
の
う
ち
、
国
の
管
轄
の
下
に
あ
る
水
域
を
越
え
る
全
水
域
を
い
う
。）に
適
用
す
る
。

南
緯
六
度
の
国
の
管
轄
の
下
に
あ
る
水
域
の
外
縁
か
ら
真
西
に
西
経
十
度
の
子
午
線
ま
で
、
そ
こ
か
ら
真
北
に
赤

道
ま
で
、
そ
こ
か
ら
真
西
に
西
経
二
十
度
の
子
午
線
ま
で
、
そ
こ
か
ら
真
南
に
南
緯
五
十
度
の
緯
度
線
ま
で
、
そ
こ

か
ら
真
東
に
東
経
三
十
度
の
子
午
線
ま
で
、
そ
こ
か
ら
真
北
に
ア
フ
リ
カ
大
陸
の
海
岸
ま
で
の
線

第
五
条

機
関

１

締
約
国
は
、
こ
の
条
約
に
よ
り
南
東
大
西
洋
漁
業
機
関
（
以
下
「
機
関
」
と
い
う
。）を
設
立
す
る
。
締
約
国
は
、

機
関
を
維
持
す
る
こ
と
に
合
意
す
る
。

２

機
関
は
、
次
の
も
の
か
ら
成
る
。

æ

委
員
会

ç

補
助
機
関
と
し
て
の
遵
守
委
員
会
及
び
科
学
委
員
会
並
び
に
こ
の
条
約
の
目
的
の
達
成
を
補
助
す
る
た
め
に
委

員
会
が
随
時
設
置
す
る
他
の
補
助
機
関

è

事
務
局

�—
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